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1.まえがき 

カーナビゲーションシステム（以下，カーナビ）

の年間出荷台数は 2015 年時点で 526.8 万台に上

る[1]．これは日本国内の自動車の販売台数の 6 割

に上り[2]，多くの人が運転時に利用していると考

えられる． 

カーナビによって提示される情報には，車載デ

ィスプレイによる視覚的情報と音声案内による

聴覚的情報がある．近年，その情報量は増加して

おり，それに伴う走行中の車載ディスプレイへの

注視は交通事故につながるとして問題視されて

いる．車載ディスプレイへの注視は脇見運転の一

つであり，前方の注意を散漫にさせるなど運転の

安全性を低下させる危険性がある[3]．そのため，

走行時における車載ディスプレイへの注視の必

要性を低めるために，案内内容を把握しやすい音

声表現の検討が重要であると考えられる． 

本研究では，カーナビの音声案内における「ま

もなく」などの曖昧な表現に着目し，これらの曖

昧な表現をドライバー自身のつぶやきに近い表

現（以下，つぶやき表現）に置き換えることで，

指示している地点の認知に対する負担，認知の正

確性に与える影響の検討を目的とする．そのため，

没入感の高いヘッドマウントディスプレイとド

ライバー視点の走行動画を用いて被験者のつぶ

やきに置き換えた音声と一般的な音声による曲

がり角の認知に差があるのかを実験的に調査す

る．なお，本研究は将来的なシステムの実現を想

定し，音声案内をドライバー自身のつぶやき表現

に置き換える具体的な方法については取り扱わ

ない． 

 

2.関連研究 

Liu[4]は，音声案内と車載ディスプレイの併用

は，車載ディスプレイのみの場合と比べ，運転や 

 

 

 

 

 

 

危機管理の精度の向上に有用であると述べてい

る．しかし，音声案内が提供する情報量は，車載

ディスプレイに比べて非常に少ない．また，今後

もさらなる提供情報の増加が懸念されることか

ら，車載ディスプレイ注視を抑制するため，音声

案内による情報提供の比重を大きくする必要が

あると考えられる．しかし，音声案内で提供され

る情報量の増加は，ドライバーの指示内容への誤

認知や，情報を処理する負担の増加につながる可

能性がある．本田ら[5]の作成した音声による目的

地へのルートの説明を受けた際の認知過程モデ

ルによると，ドライバーは説明から得た情報を言

語的に理解し，その後空間情報に変換する．しか

し変換の過程で，ドライバーが音声案内からの情

報を誤って解釈していた場合，空間表象の歪曲や

改変が生じてしまう．このことから，ルートの説

明において誤った解釈の余地が少なくドライバ

ーが素早く理解できる表現方法が音声案内の比

重増加に伴うルート誤認知や負担の増加を防ぐ

ことに有効であると考えられる．現在の音声案内

によく用いられる「まもなく」などの曖昧な表現

は距離や時間の感じ方に個人差があり，上記にお

ける誤った解釈の余地が少ない表現方法とは言

いがたい．この問題を解決する方法として，ドラ

イバー自身の表現を採用する方法が考えられる

が，現在のところそのような事例は見られない． 

 

3. つぶやき発話による音声案内の提案 

 本研究では，ドライバー自身の表現の中でも運

転時のつぶやきに着目し，つぶやき表現が音声案

内の正しい認知に有効であると仮説を立てる．運

転時のつぶやきとは，知っている道を運転する際

などに発する「もう少し先で左だな」などといっ

た，いわゆるドライバー自身で確認のために無意

識に発する，俗にいう「ひとりごと」のことであ

る．つぶやき表現の特徴として，語尾など細部ま

でドライバーの普段の表現を用いるという点が

挙げられる．これは単なる「まもなく」などの表

現のみを変更する方法に比べ，よりドライバーの

自然な言葉に近づけることができることから，上
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記の本田らが作成した認知過程モデルにおける

音声情報を言語的に理解する工程を，より短縮す

ることができると考えられる．このことから，つ

ぶやき表現は認知の正確性の向上，負担の軽減に

おいて有効である可能性があると考えられる． 

 

4. 評価方法 

 被験者自身のつぶやき表現と一般的な表現に

よる音声案内で指示した地点の認知に差がある

のかを実験的に調査するため，本研究では次の方

法を採用する． 

4.1.つぶやき表現の抽出法  

実験では簡易的に音声案内の流れる動画を，ヘ

ッドマウントディスプレイを用いて被験者に複

数回見せ，その後，つぶやき表現に置き換えさせ

るという方法を取る．動画中に流れる音声案内は

以下の 3 種類である． 

(ア) 150m前：「まもなく，左方向です」 

(イ) 250m前：「この先，左方向です」 

(ウ) 325m 前：「およそ 300m 先，左方向です」 

図 1に示すように上記の音声案内のいずれかが

動画中に再生され，その後，音声案内が指示して

いた地点を円で提示する．まず全ての動画を 1 回

ずつ見せ全体像を掴ませた後，1 種類ずつ 3 回見

て自身のつぶやきに置き換えた表現に置き換え

させた． 

4.2.簡易運転シミュレーター 

 本研究では調査のため，ヘッドマウントディス

プレイを用いた簡易的な運転シミュレーション

システムを作成した．本システムではドライバー

視点に近い走行動画を使用し，運転感を付加する

ため，次のように変化する円を運転動画に合成し

た． 

 動画中のハンドルの動きに合わせて左右に

移動 

 動画中ブレーキをかけた時赤色に，それ以外

の時青色に変化 

被験者は図 2 に示すように，円の変化に合わせ

てハンドルコントローラー，フットコントローラ

ーを操作する． 

 

5. あとがき 

本研究では簡易的な運転シミュレーターを用

いて被験者自身のつぶやき表現と一般的な表現

による音声案内で指示した地点の認知に差があ

るのかを実験的に調査する．今後作成したシステ

ムを用いた評価実験を行い，カーナビの音声案内

における曖昧な表現をドライバー自身のつぶや 

 
図１:（ア）の音声案内が流れる動画のイメージ 

 

 
図 2：運転シミュレーター 

 

き表現に置き換えることで，指示された地点の認

知にもたらされる影響について検討する． 
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